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Teaching for students’ deep understanding 
in social studies/social sciences education:






















































（e.g. Cole & Traupmann 1981）。 
 　つまり，認知の次元における理解とは，記憶の増大だけでなく，〈借り物（placeholder）〉（Hatano 
& Inagaki 2003；Carey 2009）のままになっている知識に他の知識や経験を用いて意味を付与す
る過程や，環境との相互作用を通じた，不可逆的な質的変化を伴う認知の再構成でもある（Hatano 
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に気づき，そのアイデアに課せら
れた制約を理解することである（Strike & Posner 1985）。 































































































2013；麻柄・進藤2008；高橋・波多野1990；Takahashi & Hatano 1994；山岡ら2011）。中学生以
下はもとより，それ以降の者を含めて，より深い理解に至る社会認識の発達における過程とそれ



















（Posner et al. 1982）。他方で，ClによってC2が誤って解釈されたり，C1がC2を部分的に取り込
んだり，両者が互いに孤立して共存したり（「すみわけ」），C2を無視・拒否したり（「圧殺」）す
ることもある（Chinn & Brewer 1993；村山2011；田島・茂呂2006）。 
 　概念変化研究の主要な課題は，変化前後の知識体系に何らかの連続性があることや概念体系に
おいてさまざまな水準の概念が混在すること（Inagaki & Hatano 2002），概念変化が長期的で漸


































学習過程一般に影響を与える学習者の特徴（Sinatra & Mason 2013）との関連を含めて，教授前
後における個人ごとの理解の内容と変化に着目しなければならない。 
 　その際，その変化が，新規概念が既有理論に統合される「弱い再構築」か，その既有理論その














































































 　なお，視点取得は，学業成績や学校内外の円滑な社会生活とも関連する（Feshbach & Feshbach 
2009；Gehlbach et al. 2012）。しかし，視点取得の重要性認識や自信と視点取得の正確な遂行と

















くり返し主張されてきた（e.g. 秋田1996；Lundholm & Davies 2013；Nilsen 2016；吉川1987）。






 　もうひとつは，社会参画を伴う学習活動である。具体的には，project/problem-based learning（e.g. 
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